






研究目的 

サーファクタント(S)補充によってunmaskされたRDSにおけるPDAに対し,私達はメフェナ

ム酸(MA)を用いて効果を得てきた。薬物学的動脈管閉鎖療法を生後早期に行うことは,RDS

の治療を行う上で合理的と考えられ,その予後を改善すると思われる。PDA の適切な治療時

期を明らかにするため,異なる生後時間に動脈管閉鎖療法を受けたS補充RDSにおいて血行

動態の比較を行ったので報告する。 


